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DPPC 膜では1.2 倍、DPPC/スティグマステロール混合膜は1.1 倍となった。弾性率測定については、
DPPC に3mol%コレステロールまたはスティグマステロールを混合すると、DPPC 膜の弾性率
(85mN/m)より小さくなったが、さらにステロールを加えていくと、逆に増大した。さらにDPPC に
対するステロールのモル分率が0.2-0.3 付近で弾性率の値は大きく増大した。また、DPPC に3mol％
エルゴステロールを混合すると、DPPC 膜の弾性率より小さくなった。さらに30mol%までエルゴ
ステロールを加えても、わずかに増大するだけで、DPPC 膜の弾性率より小さいままだった。曲げ
弾性率測定については、DPPC にコレステロールまたはスティグマステロールを混合させると、ス
テロールを加えていくに伴い、値は大きくなったが、ステロール20mol%を加えたところでDPPC 膜
の曲げ弾性率より小さくなり、30mol%加えると再び大きく増大した。またDPPC にエルゴステロ
ールを混合すると、エルゴステロール20mol%加えるまで次第に減少したが、エルゴステロール
30mol%加えたところでDPPC 膜の曲げ弾性率より大きくなった。このように本研究で用いたマイク
ロピペット吸引法では、少量試料で簡便に膜弾性率測定が可能である。得られた結果は、コレステロー
ルと脂質分子の相互作用を考える上で基礎的データとなるものである。 
